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	主催
	：
	立教大学大学院２１世紀社会デザイン研究科

	
	共催
	：
	21世紀社会デザイン研究学会

	２００８年７月１２日(土) １３：００～１７：００

	立教大学池袋キャンパス　8２0２教室（８号館２階）

	



	マグニチュード８に達する四川大地震は、わが国の防災対策の再検証を迫っている。そこで、同クラスの地震が首都圏で発生した場合、被災者や帰宅困難者のために、「現状では何ができ、何ができないか」を明らかにし、政府、自治体、ＮＰＯ、企業、そして地域コミュニティに期待される役割と、その力を生かすための課題を、防災の専門家が、報告・討議し、現実的な対策を考える。

	講　師　兼

パネリスト
	：
	高橋 民夫氏（文化放送防災キャスター）
「大地震発生時におけるメディアの役割」

藤林 文男氏（新宿区・区長室危機管理課長）

「新宿区における大地震の被害想定と対策」

塚本 俊也氏（東京外国語大学大学院客員教授、国境なき技師団副事務長、
立教大学大学院２１世紀社会デザイン研究科兼任講師）

「地域住民参加型の被災情報ネットワークシステムの提案」

	　　パネリスト

	：
	水島 重光氏（生協連合会中央地連・大規模災害対策協議会世話人）

大塚 英男氏（練馬区危機管理室 防災計画担当課長）

	コーディネーター
	：
	福田 秀人氏（立教大学大学院２１世紀社会デザイン研究科教授）

	【講演１３：００～１６：００　パネルディスカッション１６：００～１７：００】

	   対象
	：
	２１世紀社会デザイン研究科学生、立教大学学生、教職員、校友、一般市民

	   受講
	：
	無　料・申込不要

	　 お問合せ
	：
	立教大学独立研究科事務室　０３－３９８５－４５３０

（〒１７１－８５０１　東京都豊島区西池袋３－３４－１）



立教大学大学院２１世紀社会デザイン研究科は社会組織、危機管理、NPO活動をテーマとした


日本初の社会人のための昼夜開講制の博士課程前期・後期課程からなる大学院です。














